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美味しく食べて竹林整備！

純国産メンマプロジェクト

和歌山市純国産メンマプロジェクト事務局

【協力団体】
糸島コミュニティ事業研究会(福岡県糸島市)
鵞流峡復活プロジェクト(長野県飯田市)

一般社団法人グリーンバナー推進協会（和歌山県和歌山市）
炎と人の記憶のオアシス(長野県千曲市)
株式会社 モキ製作所(長野県千曲市)



はじめに

日本に竹が移植されて2百数十年、石油素材が産業の中心となって数十年、今まで産

業の中核の一つを成してきた竹産業が衰退しつくした今日、放置された竹林はその圧倒

的生命力と繁殖力をもって西日本を中心に拡大の一途をたどっております。これはすで

に今世紀最悪の環境問題の一つとも言われており（滋賀県立大学野間教授）それを食い

止める活動が全国でなされている。しかしながら西日本と東日本の一部では竹の成長力

に対してマンパワーと予算が圧倒的に不足しており、すでに手遅れの状態であることが

実情であります。この最悪の環境問題を解決するためには多額の予算をかけ大規模な設

備、仕組みを整えることよりも、低コストで小規模な仕組みを立ち上げ、大多数による

草の根型のモデルが急務であると考え、そのモデルの一つである「純国産メンマプロ

ジェクト」を立案するに至りました。

日本の国民食の一つであるラーメンに必ずと言ってよいほどトッピングされているメン

マ、その99％が中国をはじめ海外からの輸入品であることが実態です。それを国産化

することによりラーメンを介して市民意識が放置された竹林に向き、この最悪の環境問

題への関心が国民一人一人で高まることこそ、このモデルの真の目的なのです。
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糸島市から全国に広がる純国産メンマ ネットワーク

福岡県糸島市の糸島コミュニティ事業研究会（日高栄治 代表）が考案し5年間をかけて確立した

国産メンマの製造方法と竹林整備ポリシーが全国各地に広まっています。平成29年5月には、糸島

市、飯田市が市販化に成功、和歌山市でも試作が実施されました。



概要

概要
９９％輸入品のメンマを国産化させる。
原材料が豊富で市場価値が低い伸びた竹の子（孟宗竹、
真竹、破竹）を安全な国産メンマに加工し全国３５０００店あるラーメン店を中
心に飲食店に提案。国産メンマから放置竹林や竹資源に対する市民意識を高め持
続可能な放置竹林の資源化ループを構築する。

活動団体 市民団体、社会福祉法人、NPO法人、
小規模事業者、個人事業主など

名称 純国産メンマプロジェクト
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④ターゲットとなる市場はかなり大きい

⑤ 未開拓のフロンティア

① どこでも調達可能な豊富な原材料

西日本、東日本のあらゆるところでの調達が可能な孟宗竹、真竹、
破竹などが原材料。

② 低い原材料・収穫コスト

③ 簡単な加工と低い設備導入費

１ｍ以上に伸びた竹の子は市場価値が著しく低く、ほぼ廃棄対象。
左右にゆすると簡単に折れる。したがって収穫は誰でも短時間で可
能。掘らずに収穫できる低コストな食材。

一次加工品としてのメンマは発酵メンマ、塩漬けメンマ、乾燥メン
マ。塩漬けメンマは茹でてあく抜きをして30％の濃度で塩漬けにす
るだけ。低投資で事業化可能。

全国約３５０００店ものラーメン店のうち２５０００店でメンマを
使用。１店当たりの年間消費量は４００～６００㎏であり全国で１
万～２万トン、ラーメン店だけで約３００億円もの市場規模。
ラーメン店だけでなく和食や居酒屋などでの多様な市場を含める５
００億～１０００億円くらいの市場規模の可能性も秘めている

輸入品が９９％を占めている。国産メンマ業界は極めて小さく大手
の参入は０である。盲点とも言える食材でありチャンス。

想定できる課題は価格競争力。食品の安心・安全の点に加え、里山
保全のストーリ性を考慮したマーケティング戦略が肝要。

⑥ 市場を勝ち取るキーファクターは安心・安全

⑦ ラーメンで放置竹林がきれいになる

ラーメンのメンマを通じて日本の放置竹林の実態を知ってもらい、
関心を持ってもらうことがこのプロジェクトの最終的な目的である。
現代においてここまで竹林が荒れてしまった原因の一つが一般市民
の竹に対する関心の低さであると考えられます。

プロジェクトの利点



プロジェクトのフロー

協力団体の募集

現地組織

市民団体

社会福祉法人

NPO法人

一般社団法人

小規模・個人事業主

事業の立ち上げ

個々の計画

助成金の活用

加工設備

現場の組織化

障碍者の自立支援

ビジネス＜ 地域活性化

協会の立ち上げ

一般社団法人国産メン

マ普及協会

糸島の日高氏が代表

標準化・規格化・証明

国産品質認定

業界窓口

市場への本格参入

協会の機能化

協会による販促・PR

マーケティング 開発

業界団体への働きかけ

収益の確保

コントロールタワー化

資
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国 地方行政 大学 シンクタンク 民間企業

産（小規模・集落型）官学連携



美味しく食べて竹林整備！
それが「純国産メンマプロジェクト」！！

長野県飯田市の商品

福岡県糸島市の商品



和歌山市での取り組み

2m弱になったタケノコを伐採

竹ボイラーでその日に茹でる

塩発酵→塩抜き→メンマ料理

和歌山市議団が糸島市に政務視察



中山間地域でメンマ加工を行いたいという団体が続々
と名乗りを挙げ始めた。
しかし加工技術が未熟で有り、国内シェアを取るには、
加工技術から販路開拓まで数々の課題が残るため、今
後は本会を設置してメンマ加工の技術向上と情報共有、
販売に向けた研修を行っていきたい。
そして純国産メンマという産業と業界を立ち上げるこ
とにより、中山間地域の活性化だけでなく障碍者の自
立も含めた雇用と一般市民の竹に対する関心を呼び込
み、最終的に深刻な環境問題である放置竹林の持続可
能な資源化がこれを契機に草の根レベルで創造される
ことを切に望みます。

最後に
















